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  第１４回総会と 

史跡見学「鎌倉ＮewＷaveを訪ねて」 

再延期のお知らせ 

 

 コロナ禍の中、いかがお過ごしでございましょ

うか。 

 昨年４月、総会をはじめとする諸行事の向こう

１年間の凍結延期をお知らせしましたが、以来は

や１年。新型コロナcovid-19とその変異株の蔓延

状況は収束の兆しを見せるどころか益々拡大の一

途を辿っております。ワクチン接種が進めば会合

や旅行も可能になるかと考えましたが、それも今

や期待薄です。解散総会に当たる第１４回総会と

史跡見学「鎌倉ＮewＷave を訪ねて」は再度延期

せざるを得ないとの判断に至りました。 

 第１４回総会は、来年、２０２２年の６月に、

「鎌倉ＮewＷave を訪ねて」は ２０２２年５月

１８日（水）と致しました。それまでには高齢者

３６００万人へのワクチン接種が完了しているこ

とを祈るばかりです。 

 昨年７月の『友の会だより』１４号は部数を減

じて発行致しましたが、会員の皆様からの「コロ

ナ禍の中で」のお便りも頂いてから既に半年以上

を経過してしまいました。解散記念号と銘打った

１５号の為にお寄せ頂いた数々の原稿は想定ペー

ジ数５０頁を超えて印刷製本作業が難しくなった

こともあり、今回、お便りと原稿の一部とを１５

号としてお送りし、その他のいただいた原稿は次

回総会の前、２０２２年６月初めにもお届けした

いと考えております。ご了承ください。 

最終号原稿 さらに募集 

 友の会だよりも１号伸ばすことになりますので、

最終号１６号に向けて、重ねて原稿を募集します。

2022年3月末までにお寄せください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 主主主ななな内内内容容容   

 

都歴研 

    

コロナ禍、いかがお過ごしですか 

『会』を閉じる前に 
 

東京都歴史教育研究会友の会 

世 話 人 会 

コロナ禍のなかで――近況はがき一言集   2 

古い地図で旅する       （滝沢 順） 6 

エトルリア人を追いかけて   （村木逸子） 7 

普陀山・天台山紀行      （小澤拓美）12 

チベット仏教の寺院･聖地を訪ねて（増田克彦）15 

幕末の村、感染症とのたたかい（重政文三郎）22 

会員の著書紹介              24 

http://sky.geocities.jp/torekikentomonokai
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都歴研友の会 会員の皆様  
「一言集」執筆のお願い 

 

来年発行の「友の会だより第15号（最終号）」にむけて「コロナ禍のなかで」をテーマとして、皆様

の「一言集」を掲載したいと思います。 

コロナ禍は、世界的規模で、だれもが受けている現在進行中の災難です。政治家や著名人の日常は資

料に残るにしても、 普通の人々が何を考え、どう過ごしたかはなかなか歴史の史料として残りませ

ん。過去を振りかえっても、大正期のスペイン風邪を庶民がどうとらえていたのか、ということは当

時の新聞でもあまり浮かんできません。今回も、ネットではいろいろ書かれていますが、文字情報と

して果たしてどれだけ後世に残るか疑問です。  

庶民の日常を後世に残すことも、私たちの責務と思います。そこで、会員の皆様のこの間につきまし

て「コロナ禍のなかで考えたこと、コロナで変わった私の生活、コロナで一番困ったこと、コロナ禍

のなかで感動したこと、コロナ在宅で読んだこの本」など、ご自由に書いていただけませんか？ 

同封のハガキにて、９月末日までにお送りくださるようお願いいたします。 

 （いただいたはがきをそのまま、編集部へ到着順に掲載します。） 

 

（（ 
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コロナ禍の中で思うこと 2020・9・28 

 すでに後期高齢者となった私は、毎週１回程度の趣味の

古文書サークルの例会がほとんど開けず、史料をみんなで

読み進むという「仕事」がはかどらなくて困っている。こ

れまでに読んだ村の日記の解読文の整理、会紙編集の仕

事、これに載せる文章づくりに日を送っている。自粛で外

出もままならずまるで〝コロナ休暇〟だ。しかし世間で

は、コロナ禍が確実に日本経済をむしばんでいる。失業者

は増え、それも非正規労働者が多いという。いまや労働人

口の半分を占める「非正規」「派遣」は賃下げ可能な制度

として作り出され、そこをコロナが直撃した。感染症は日

本史上でも繰り返した。江戸時代の村人の感染症との戦い

は古文書の日記からも読み取れる。コレラはペリーの黒船

と共にやってきて村でも大流行した。村人は般若心経で祈

ったり村境で鉄砲を撃ったり、呪（まじない）の文字を門

口に掲げたりした。一方天然痘も流行ったが、こちらはワ

クチンとしての「種痘」が長崎にもたらされ村でも子ども

たちに接種された。はじめ幕府は蘭方医学の種痘を認めな

かったが、村医師の努力があって普及した。村の日記には

西洋医学への驚きと賞賛の言葉も記されている。感染症の

流行とその時々の政治の関わり方を思う。 
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古い地図で 
旅する 

 
 

滝沢 順 

 

 切手市場で古い５万分の１の地形図｢川越｣を購

入しました。明治44(1911)年測図、昭和14(1939)

年２回目の修正をした図です。 

 南西の所沢方面から川越駅(現本川越駅)を目指

すのは旧西武鉄道(現西武鉄道新宿線)です。西武

池袋線は図には現れませんが、当時は武蔵野鉄道

です。両鉄道は合併して西武農業鉄道を経て、昭

和21(1946)年に再度西武鉄道を名乗りました。 

 旧西武鉄道の前身の川越鉄道の時代から国分寺

～川越間に鉄道郵便車を走らせ、丸一型･時刻入

型･右書鉄郵印などが使われました。 

 南大塚駅から西北へ安比奈線が伸びています。

この路線は入間川で採取した砂利を運搬するため

に大正14(1925)年に敷かれましたが、砂利採取規

制によって昭和38(1963)年に休止扱いとなり､平

成28 (2016)年に正式に廃止されました。 

 川越西町駅は東武東上線の駅で､この路線でも

東京～寄居間の右書･左書の鉄郵印が使用されま

した。 

 国鉄川越線(大宮～高麗川)は未成線として記載

されています。この路線の開通は､昭和15(1940)

年で、この地形図の修正発行された翌年のことで

す。 

 国鉄川越線が開通すると川越西町駅は川越駅に

なり、旧西武鉄道の川越駅は本川越駅に変更され

ました｡お上ファーストの時代の変更ですね。 

 国鉄川越線は昭和60(1985)年に電化されまし

た。この時大宮駅では珍しいタブレット形の記念

入場券を発売しました。 

 こうして｢地図で旅する｣と興味深いことが次々

と出てきます。 
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   エトルリア人を 
    追いかけて 

 

       村 木 逸 子 

 

１ はじめは「ヴォルテッラ」 

 世界史の教科書に「ラテン人の勢力の一つロー

マは、はじめエトルリア人の支配下にあったが、

前6世紀にエトルリア人の王を追放して、自己の

都市国家を樹立した。」とあり、記憶にのこる民族

名であった。イタリア・ピサ出身の女性と息子が

結婚し、挨拶かたがたピサを訪ねたついでにピサ

の周辺の都市や遺跡を案内してもらったのは

2003年。その中の一つに「ヴォルテッラ」という

町があり、そこには「エトルリア博物館」がある 

ということ 

を知り、案

内してもら

った。 

＊＊ 

  ヴォルテ

ッラはピサ

から東南の

位置にある丘上都市であった。イタリア各地には

山の上に小さくまとまった町が多いことを後に知

るようになるが、旧市街地への入り口にあたるア

ーチ型の城門の脇にエトルリア時代の城壁が残さ

れ、第二次大戦中はドイツの攻撃から城壁を守る

ために市民が色々な工夫をして守り抜いたという

説明のついたレリーフ(左写真㊤)があった。 

 ㊦の写真は、この城門にのぼってくる途中に見

かけたローマ領になってから造られた劇場の遺跡

である。町が城壁の外側に拡張され平坦な土地に

つくられており相当規模の大きな劇場である。 

 上の地図で赤く示した州の名はトスカーナ州、

ピサやヴォルテッラはその州にあり、州都はフィ

レンツェである。 

 州の名の「トスカーナ」は『エトルリア人の土

地』を意味する。由来はローマ人がエトルリア人

をTushiまたはEtrusciと呼んだことにあるとい

う。 

イタリア半島の西側にある海を「ティレニア海」

と呼ぶ。この海域にきていたギリシャ人が「ティ

レニア人と交易した」と記していたことに由来す

る。エルバ島がその海域にある。 

 

 トスカーナ地方では今も自分たちを『先住民エ 

 

㊤エトルリア時代の城壁にあるレリーフ 
㊦ローマ時代の劇場の遺跡 
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トルリア人の子孫』という人もいるという。ロー

マ（ラテン）人より古い民族であるという自負の

気持ちが込められているのだろう。 

 

 上の地図はエトルリア人の支配地域を示してい

る。紀元前8世紀には濃い色の地域、南は建国時

代のローマに及んでいる。 

 エトルリア人の勢力が強かった紀元前8世紀～

5世紀には、北はポー河を越えてマントバに及び、

ガリア人（ケルト）と接していた。ボローニヤな

どでもエトルリア人の墓などが発掘されていると

いう。 

 

「エトルリア12都市同盟」といわれる主要な都市

が大きな●で示されている。今も残る都市として

はタルクイーニャ（友の会の旅行で訪ねる）やウ

ンブリア州の「ペルージャ」が有名である。（後述） 

  

 紀元前8世紀の初めにはギリシャ人、フェニキ

ア人の船が海岸に姿を見せ、交易活動が始まり

Fufluna等の海域に出来た都市では、階級社会が

成立していたことが墓の規模から推定されている。 

 これらの海の方の都市には船乗り、鍛冶屋、鉱

山での採掘に従事する人が現れているが、ボルテ

ッラなど海に遠い地域では農業が中心で、ある程

度平等な社会構造であったことが墓から推測され

る。 

 

 ヴォルテッラには、紀元前6世紀末～5世紀初

には、約25,000人が住んでいたと推定される。前

4世紀にはケルトの攻撃を受け、前3世紀初めに

はサムニテ人都市と同盟しローマと戦ったが敗北

し、前205年にはローマの同盟軍として第2次ポ

エニ戦争に参加している。前90年には他の同盟都

市同様ローマ市民権を与えられた。 

 しかし、紀元前2～１世紀の内戦期のローマで、

マリウスとスルラの抗争時には他のエトルリア人

の都市と共にマリウス派につき、スルラの軍隊に

2年間包囲・占領され敗北した。結果として、ロ

ーマ市民権を失い市民の土地はローマに没収され

た。この内戦時、城壁やアーチ門は破壊されたが

前1世紀に修復されている。写真にある「ローマ

時代の劇場址」からはローマ化された都市となっ

たヴォルテッラの繁栄が想像される。 

 

 ボルテッラには「エトルリア博物館」があり、

ネクロポリス（お墓・現在も発掘中）から発掘さ

れた柩を陳列した部屋が数多くあった。エトルリ

ア人の柩には埋葬者の彫像が蓋に彫りこまれ、彼

らはベッドに横たわる形をしており、死後の世界

で悠々と生活しているように見えた。骨壺は今も

ボルテッラの特産品であるアラバスターで細工さ

ボルテッラのエトルリア人の墓所 
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れたものやブロンズ製のものが多い。エトルリア

人は鉄の利用にも優れ、用具や装飾品については

ボルテッラ出土と同様のものがボローニャ等の北

部の都市跡からも発掘されており、交易活動も活

発であったことが想像された。（数年後訪ねたエル

バ島が鉄の主要な産地であったことがわかった）  

 

２ 世界遺産「タルクーニャ」で 

    エトルスキーの美少年に会う 

 

 「イタリア人の中にはエトルリア人の墓や遺跡

を訪ねるのを趣味にしている人が多くいる」とい

うことを聞き、本もいただき、エトルリア人への

興味が湧き秘かにエトルリア詣をすることにした。 

 2008年「東京都歴史教育研究会「友の会」でイ

タリア旅行を企画した時に観光会社のツアーのコ

ースと同じでは物足りなく、幾つか独自プランを

入れたが、ローマからピサへの移動の途中に「タ

ルクーニャ」をいれることにした。タルクーニャ

はエトルリア12都市同盟の一つであり、遺跡は世

界遺産に指定されている。 

 タルクーニャはローマの北西部にあり、この地

域にはエトルリア人の都市が数多くあった。紀元

前8世紀の頃に始まっている。 

 

 タルクーニャでは広々とした野原の下に地下の

墳墓が保存され、私たち観光客も地下に降り、墓

の壁画見ることが出来た。壁画は素晴らしかった。 

 この地域の墓が誰の墓であるかはが分かってい

るものもあり、紀元前6世紀末の○○○○の墓、

重要な家族である△△△△の墓など有力者の墓の

ようである。そもそも墓の中が彩色されているの

は高位の人びとの墓である証拠であろう。ヴォル

テッラなどより都会的である。 

 

 ローマの歴史では、エトルリア人の王が前６世

紀に追放されたと伝えられており、この絵のよう

な優雅な暮らしをしていたエトルリア人勢力を武

骨なローマ人が優勢な軍事力で追い出し、支配権

を奪ったのであろう。 

「フルートを吹く青年」などの壁画は色鮮やかで、

当時の貴族の子弟の服装や履物、髪型などが良く

わかる。カッコイイ美少年である。 

 

 お土産に買ってきた大きな絵は額に入れてパソ

コンの机からいつも見えるようにセットしてある。 

 

３ ティレニア海に浮かぶ島 エルバ島 

 

 エルバ島と言えば「ナポレオンが最初に流され

た島」である。2012年夏、「コスタ・デ・トスカ

ーナ」と呼ばれるティレニア海沿岸のリゾート地

を訪ねる機会があり、沿岸の都市「サン・ビンツ

ェンツォ」からエルバ島に船で行けるということ

で孫たちと一緒に行く。島の観光地の中に「鉱山

博物館」があり、トロッコに乗って鉱山の中を見

て回ることが出来た。様々な鉱物資源が採掘でき

た島のようである。 

 紀元前6世紀にエルバ島はエトルリア人の支配 

をうけるようになる。鉱物資源の採れる島として 

タルクーニャの墳墓の壁画「フルートを吹く青年」 タルクーニャの地下墳墓の壁画 
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エ
ル
バ
島
の
鉱
山
博
物
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら 

半島との間に交易活動が活発だったらしい。ヴォ

ルテッラで見た鉄製の人形や武具などはエルバ島 

からの鉄で作られたのであろう。 鉱山博物館で

求めたパンフレットには鉱山で働く人々の絵があ

った。このようなイメージで子供たちにも分かり

やすく教えているのであろう。 

 

４ 今もなお続く 

    エトルリア人の都市「ペルージャ」 

 

 ペルージャはウンブリア州の州都であり、エト

ルリア時代からの歴史を持つ都市である。日本で

は、知られていない都市であったが、サッカーの

中田英寿がここのチームに所属していたことから、

よく知られるようになった。 

 ローマに流れ込んでいるティベル川を遡って

200km、標高490mの高さにある丘上都市である。 

2014年、この都市を訪ねた。ピザからフィレンツ

ェ・アンコーナを経由し、ハンニバルが逗留した

トラメジーノ湖を右に見て間もなく見えてくるの

がペルージャである。旧市街地に行くのにはエス

カレーターで昇ることになっている。（行ったとき

には工事中で乗れずタクシーで旧市街に入った） 

 この地にはもともとはウンブリア人が住んでい

たが紀元前5世紀に高度の武力や文化をもったエ

トルリア人に征服され、その後、エトルリア人の

都市として繁栄し、「エトルリア12同盟」に所属

した。前４世紀からローマから攻撃を受け、前295

年にローマに征服された。 

 前217年、第2次ポエニ戦争の際にカルタゴの

ハンニバル軍がトラメジーノ湖でローマ軍を破

ったときには、逃げ込んだローマ兵を市民が手厚

く迎えたという。 

 その後、「同盟都市時代」を経て、ローマの支配

をうけるようになった。ローマの内戦期の末期、

前41年、マルクス・アントニウスの弟がこの地に

籠城したため、オクタヴィアーヌス軍の攻撃が始

まり7か月にわたる兵糧攻め、その後入城したオ

クタビアーヌス軍により全市が焼き尽くされ、4

万人の人口が数千人になってしまったという凄惨

な歴史もある。（この内戦は10年後、地中海のア

クティウムの戦いで決着がつき内戦は終結する） 

 ペルージャにはエトルリア時代の前3世紀に全

長3kmの城壁が築かれたが、7つの門があり南の

門はローマに直結していた。 

 北側の門は2300年前につくられたものが土台

となり、その上にローマ時代にアーチの形の門が

造られた。 

エトルリアの城壁の上にローマ時代のアーチ 
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ペルージャにある「エトルリアの井戸」 

 アーチ構造の建物は

ギリシャ時代にはなく、

ローマはそれをエトル

リアから学んだといわ

れている。古代都市の

城壁の上や周囲にその

土台を利用しながら中

世に住居が出来たりな

どし、歴史が幾重にも

重なって見えるのがペ

ルージャである。訪ねたときは城門は修復中であ

った。右手の建物は有名な「語学学校」で世界中

の若者が集まる。 

 イタリアを旅行すると、小高い山の上に集落が

ある風景をよく目にする。一体水の供給はどうな

っているのかと思っていたが、丘上都市ペルージ

ャで「井戸」を見ることが出来た。その名も「Pozzo 

Etorusco」（エトルリアの井戸）、深さ37m｡         

 土木事業の得意なローマ人は「水道橋」を作り、

遠方から「水」を供給するシステムをつくったこ

とで有名である。ペルージャにもそのような遺跡

があるというが、ローマ以前のエトルリア人は、

防衛などの観点から山上に都市をつくり、そのた

め必要な地下水脈のある場所も見つけ、岩石を穿

って町全体に供給できるような大きな井戸をつく

る技術をもっていたのである。 

 地下にある「エトルリアの井戸」を見ることが

出来て、感激した。地下の奥深く、灯りの光を受

けて水面が光って見えた。 

 ペルージャには、周辺にエトルリア時代の墳墓

もあるが、形式はタルクイーニャなどと似ている

という。「ウンブリア国立考古学博物館」には「ペ

ルージャの石碑」と呼ばれるエトルリア語の碑文

がある。エトルリア文字はまだ解読されていない。

残念である。 

 

５ 願わくば「聖なる場所」だった 

       といわれるオルヴィエートへ 
 
 イタリアでは20世紀後半から、現代文明を批判

する社会運動として「スローフード」運動が生ま

れ、その延長線上に「スローシティ運動」がある。

「人間サイズの、人間らしい暮らしのリズムが残

る小さな街づくり」を目標にしている。その一つ

にオルヴィエート市がある。ペルージャと同じウ

ンブリア州にありエトルリア人の歴史を思わせる

断崖の上の都市である。 

 その町の西南の位置に発掘が続けられている丘

があり、そこからは大きな神殿跡、各地につなが

る幅広い道、神像、アンフォラ等が見つかり、エ

トルスクの聖地であったのではないかといわれて

いる。「エトルリアの12の都市同盟」の神官たち

が半年に一度ここに集い、祭儀をおこなったので

はないかと推測されている。 

 紀元前280年に内乱を機にローマ軍が介入し、

徹底的に町を破壊し、市民たちを虐殺した都市と

してヴォルシーニといわれた都市があった。その

時滅びた都市でそれがどこであるか不明であった

が、それが現在のオルヴィエートなのではないか

といわれている。断崖の町の地下にエトルスク時

代の貯水槽跡、水を運ぶ地下道などが見つかって

いるという。 

 スローシティ運動では、土地の風景・地元の食

べもの・ワインやオリーブオイルなど・・・を大

事にし、小さくてもサービスのよいレストランや

ホテルを完備した街づくりをして観光客を呼んで

いる。 ローマからも近く、トスカーナとはまた

違う美しい田園風景が見られるウンブリア州のオ

ルヴィエートに行けたらいいな～､というのが私

の願いである。 
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 紀 行 

  
 

 普陀山・天台山紀行  

     小 澤 拓 美 

 最澄・栄西・道元らが、法華経・禅などを学ん

できた天台山にいつか行きたいと若いときから願

っていた。各種史料に当たってもなかなかわから

ず、ただ想像するばかりであった。三井寺などで

「天台山に行きませんか？」といった旅行のポス

ターを見たこともあり、「そのうち時間ができた

ら」と思っていた。60歳代になって「さてそろそ

ろ天台山に」とツアーを探してみたが、これが全

く見つからない。日本仏教界はどうしたことか、

近頃その類の企画をとんと見かけなくなった。 

最澄の弟子、円仁は承和5（838）年に遣唐使と共

に唐に渡り、師が学んだ天台山を目指したが唐朝

廷の認可を得られず、まずは不法残留して向かっ

たのが五台山である。（以下正しく「五臺山」とす

る。天台山は正しくも「天台山」である）その苦

難の旅は「入唐求法巡礼行記」として、残してく

れている。 

 五臺山には、円仁の研究者である阿南ヴァージ

ニア史代先生の案内で2012年に訪れることが出

来た。2012年5月15日朝に羽田空港を出発し、

北京空港着後はバスで高速道路を飛ばし、夕刻に

は五臺山麓のホテルに入った。円仁が幾多の困難

の末にようやく到着した五臺山に、円仁とほぼ同

じ季節に着き3日を費やして五つの山頂寺院をめ

ぐることが出来たことは嬉しかった。 

  円仁は五臺山のあと首都長安に行き学ぼうとし

たが、時の皇帝武宗の厳しい廃仏にあい、命から

がら帰国の途についたのであった。在唐9年間の

苦難の末847年帰国、のち比叡山延暦寺座主とな

ったことはよく知られている。 

 では、円仁が憧れながらも遂にたどり着けなか

った天台山とはいかなるところか。僭越ながら、

慈覚大師円仁さんになり代わって、是非見てきた

いと思った。 

 2017年に上海に行く機会があった。上海の繁華

街を歩きながら中国人向けのツアーを探してみた。

日本から上海までなら一人で行かれるから、そう

いう手があるかなと。いくつかあったが、少なく

も5～6人まとまらないと随分高いツアーになる。

まあ、そりゃそうだな、と帰国後に知人たちに声

をかけると、何人かまとまりそうな動きが出てき

た。みんなで上海まで行き、あとは現地ツアーに

参加しよう。そのうちツアーでも組もうかな、と

思った。 

 それが、である。2018年秋に、いつも来る旅行

社パンフをパラパラとみていて、ふっと手が止ま

った。なんと！日本発の天台山旅行があった。2019

年の1・2・3月の3回の募集である。 

 声をかけていた知人たちにも紹介した。結局、

私を含めて4名が申し込んだ。実は、1・2月の募

集とも最少催行10人に満たずして中止となった。

3月も、最終的に12人しか集まらなかったので、

小生ひとりの申し込みでは成立しないところであ

った。持つべきものは友なり。申し込みから出発

までの4か月に集中的に天台山の勉強をし、同行

の知人たちとの勉強会も開いた。 

国
清
寺
は
智
顗
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
没
後
５
９
８
年
に
完
成
し
た
。
円

仁
も
難
を
被
っ
た｢

会
昌
の
廃
仏｣

で
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
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さ
ら
に
何
回
も
の
天
災
・
人
災
、
近
く
は
文
革
で
も
破
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
つ

ど
再
建
さ
れ
た
。
六
面
九
層
の
隋
塔
は
、
隋
代
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
国
清

寺
最
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の
建
築
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

２
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撮
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天台山国清寺観音殿より隋塔を眺める 
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普陀山◆五体投地で進む若者 

 2019年3月11日（月）早朝、羽田空港集合。

中国東方航空にて現地時間11時ころ上海空港着。

貸切バスに乗車。杭州湾大橋を渡り舟山列島へ渡

る。さらにいくつもの島々をぬけて朱家尖島へ。

普陀山の波止場から歩いて宿舎へ向かった。 

 １2日（火）朝食後、路線バス・ロープウエイ

を乗り継ぎ、仏頂山へ登り慧済寺に向かう。五体

投地で進む若者が多い。2012年に五台山に行った

ときは、数人の五体投地を見かけたが、すべて老

人だった。ここは特別かもしれないが、「造反有理」

などと言っていた「あの時代」が信じられない。 

ロープウエイを下り、海岸沿いの不肯去（ふこう

きょ）観音院へ。円仁のあと、9C後半に渡唐した

日本僧恵萼（えがく）が帰国にあたり持ち帰ろう

とした観音像が動かなくなり残した場所、とのこ

とである。「観音様も日本は嫌い」と漢民族の誇り

を掻き立てるのだろうか、多くの参拝者がいた。

路線バスに乗り港へ。帰りの船はまずまず快適だ

った。夕食のあと、ようやく天台山に向かう。宿

舎は華頂山脈の南端にある赤城山（せきじょうざ

ん）の近くにあった。 

 13日（水）朝食は見晴らしのよいレストラン。

テーブルから赤城山が目の前に見えた。朝日に輝

く赤城山を眺めながら、天台山の中心・国清寺に

向かう。予習の成果があり、豊干（ぶかん）橋だ！

一行（いちぎょう）さんの碑だ！ 隋代の梅だ！ 

伝教大師最澄の碑だ！ 王義之の好きな鵞鳥だ！

などと楽しかった。境内の一番上にある観音殿横

から眺めた「隋塔」は良かった。最澄ら日本から

命がけで渡海した僧たちも、ほぼこれと同じ景色

を眺めたと思うと、心熱くなるものがあった。 

国清寺の住職が天文学者一行（いちぎょう）の来

るのを予言したという「一行此に来たりて水（み

ず）西に流る」の碑を見て、寒山・拾得ゆかりの

寒拾亭をくぐり、一行の塔を拝む。一行が作った

「大衍暦」（たいえんれき）は、日本では764年（奈

良時代後半）から861年（平安時代）まで使われ

た。整った暦としては、日本で使われた最初の暦

である。その後は、宣明暦（せんみょうれき）に

代わり、その後、貞享・宝暦・寛政・天保と短期

間で修正、1873（明治6）年に現在のグレゴリオ

暦になっている。 

 森鴎外の書いた「寒山拾得」に出て来る庫裡を

見ようと東の一角を覗いたら、「立入り禁止で

す！」と叱られたので、それ以上の行動はやめた。 

 国清寺を出たあと、山道用の小型バスに乗り替

え華頂山脈を上っていった。かつて、多くの修行

僧らが苦労して歩いたところをスイスイ行くのは

申し訳ない感じ。驚くことに、山の上のほうには

別荘地が広がっている。日本出発前に、国会図書

館地図室で明治末・昭和初の地図（日本陸軍の調

査）を見てきた者には仰天である。 

石梁瀑布◆滝の上の自然の石橋 

 石梁瀑布の拝観料は60元、季節によっては百元

（約1700日本円）まじかよ！高い！ ここの肝心

なものは、「滝よりも、その上にかかる自然の石橋

だ」ということが現地で良くわかった。その石橋

を渡ったところにある中方広寺が、方広寺の中で

も一番重要だそうだ。「滝に打たれる修行」を重ん

じる日本人的発想とちがうんだなぁ。日本では、

華厳の滝の真上に寺を作ったりしない。あの国清

寺の豊干橋は橋を渡るそのことが修行ということ

で、この石橋を模したのだろうか、と思った。 

 滝の横を上り、また少し小型バスに乗ったあと、

山道を歩きはじめた。ようやく古代僧たちの気分

が少し味わえた。大きな自然の石舞台が見える。

天台大師・智顗さんが説法したという伝説の場所

である。斜面に広がるのは茶畑。最澄が日本にも

たらしたお茶の原産地と思うと嬉しい。天台大師

智顗の弟子・章安潅頂の墓などに詣で、はるか下

に高明寺を眺める快適な山歩きだった。 

 この山道を歩く時に雨でなくて、本当に良かっ

た。また少しバスに乗り、智顗の墓所である智者

塔院（真覚講寺）へ向かった。日本人の寄贈にか

かる般若心経の塔を見たあと、室内にまつられて

いる智顗の真身宝塔（遺体の上に建てられたとの

塔）を拝む。その後、智顗を開祖とする高明寺に 
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移動した。高明寺では、大雄宝殿などを

拝観。2011発行の「高明講寺」写真集を

98元で購入。大した資料ではないが写真

は楽しめる。山をバスで下り、再び寒拾

亭の門を潜りぬけ天台の街へ戻った。 

臨海◆五鳳坊とはなんだ？ 

 昼食後、一路南下して臨海に向かう。

倭寇が荒らしまわったと言われる街、臨

海。しかし、倭寇といってもかなり中国・

朝鮮人が加わっていた、というのは常識

（朝鮮の史書に「和人はせいぜい二割位」とある）。

臨海あたりは豊かであったろうから、海賊たちが

荒らしまわるにはいいだろう。しかし、椒江の河

口から計れば、蛇行を考えて60～70キロ遡らない

と臨海にたどり着かない。日本で言うと室町時代

中ごろの日中韓の共同賊たる倭寇はなかなかの勢

力であった。 

 城壁の中に龍興寺がある。最澄が、中国在留中

にもっとも長く滞在して学んだところである。臨

海は、日本で言う「伝統的建造物群保存地区（伝

建群）」で、古いものだけでなく、それらしい近年

の建築もある。今回の旅のルートで、事前に日本

語サイトは勿論、中国語サイトをあれこれ調べて

も全く分からなかったのが「五鳳坊」。現地ガイド

の二人とも分からず、あちこち探し回っていた。

ようやく探りあてたのが、倭寇と果敢に闘って亡

くなった５人の英雄の碑であった。碑そのものは、

ぼろぼろだった。 

 臨海から高速を飛ばし、また天台山のあたりで

赤城山を見ながら、北上する。最後の宿は杭州。

南宋の都であった臨安である。 

西湖◆美女西施と范蠡 

 １４日（木）小雨けぶる中、西湖散策。西湖と

いえば、まずは西施である。多くの日本人は「象

潟や雨に西施がねぶの花」と、あのフワーッとし

たピンクの合歓（ねむ）の花を思うところです。

ところが、西施の「西」は、西湖の「西」とはち

ょいと違うようだ。臨安の街の西にあるから西湖。

西施は、現在の招興近くで生まれ、二つの村にそ

れぞれ「施」という一族が住んでいて、西の村に

いたから西施、だそうだ。なぜ、紀元前５世紀の

彼女が有名になったかいうと、呉王に敗北した越

王勾銭（こうせん）の側近である軍略家范蠡（は

んれい）が、呉王の弱体化を狙って献上した美女

だから。呉王は美女西施に夢中になり政治をおろ

そかにしたため、国は混乱し、ついに越王に滅ぼ

された。 

 これが、松尾芭蕉を始め日本人に知られるよう

になったのは後醍醐天皇の逸話も関係あるだろう。

元弘の変に敗れて、後醍醐さんが隠岐の島に流さ

れるときに、児島高徳（こじまたかのり）が桜樹

を削って書いた「天莫空勾銭（てんこうせんをむ

なしうするなかれ）時非無范蠡（ときにはんれい

なきにしもあらず）」です。流人になる後醍醐さん

に対して「必ず還れるように働きます」と秘かに

伝えた、という話である。 

 それはともかく、私達はなんとついていること

か。それまでの日程が晴天であり、この西湖遊覧

の日が小雨とは最高だった。静かに小雨の降る絵

のような湖畔をそぞろ歩き、湖を眺める飯店で昼

食後、上海に向かう。上海発16：25の中国東方航

空に乗り、羽田に向かった。 

 天台山が属する華頂山脈をもっと歩きかったが、

団体ツアーではこんなところか。またの機会があ

れば、遣唐僧たちを想いつつ上海まで船で行き、

天台県の街からはできるだけ歩いて主峰の華頂山

頂（1250ｍ）に立ってみたいものだと思います。 
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（１） 

 仏教についての知識、ましてやチベット仏教の

知識があるわけではない。さりとて宗教に興味が

無いわけではない。小さい頃から教会に通い、洗

礼直前まで接近したこともある。歴史上のものも

含め、イスラム教諸派、キリスト教諸派、ユダヤ

教、ヒンドゥー教、ゾロアスター教、なおのこと

日本は勿論、各地の民間信仰と言われるものには

大いに興味がある。外国旅行の際には「仏教徒」

としてはいるものの無神論者とは言い難いが間違

いなく無宗教である。 

 我が家の宗旨は、現在、真言宗智山派。祖先の

戒名に「誉」と「蓮」の文字が入っているところ

から、元々は浄土宗だったと思われる。以前の菩

提寺は東叡山寛永寺の末寺。寛永寺の創建は1625

（寛永2）年だから、浄土寺院あるいは天台寺院

が寛永寺に取り込まれたか、擦り寄ったか。天台

から真言へは、半世紀を超える年一回とは言え暑

い最中の墓参がさすがにきつくなり、墓地を近く

の高幡山金剛寺に求めたことにある。父親は墓は

移すなと書き残していた。高幡不動尊の職員氏は 

宗旨替えに気を遣ってくれ

たし、親族からは異論も出

た。 

（２） 

 モンゴルには2004年8

月4日から9日、全歴研の

海外研修で連れて行っても

らった。ウランバートルと

ハラホリン。ネパールには

2005年10月19日から24日、国連機関に勤めて

いた姪がカトマンドゥで結婚式を挙げると言うの

で仕事の調整には手間取ったが喜んで出かけた。

訪れたのは、カトマンドゥ盆地のカトマンドゥ、

ボダナート、パタン、バクタブルと盆地の東35

キロほどのヒマラヤ展望台として知られるナガル

コットだけだから、ネパールを訪れたとは言えな

い。ブータンに妻の研修旅行で付きあったのが

2015年8月24日から31日。訪ねたのは政治経済

の中心であるブータン西部の、パロ、ティンプー、

プナカとその郊外ノブカンという小さな村だけで

ある。以前から行きたかったチベットへは2016

年5月26日から6月1日。ラサとその近郊のみ。

南シベリア・バイカル湖畔へは2017年7月31日

から8月4日。バイカル湖は見たかったし、シベ

リア鉄道にも乗ってみたかった。モスクワから

5900キロも離れたイルクーツクに流された1825

年のデカブリストの乱に参加した人々の名残も見

たかった。訪れたのはイルクーツクとウラン・ウ

デ。共に業者企画のツアーでの旅。いずれもが一

週間にもならない極々短い旅である。 
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 モンゴルとネパールについては2007年5月に上

梓した『遅き春』に駄句と紀行文を、ブータンに

ついては2016年7月発行の都歴研友の会「友の会

だより」10号に載せてもらった。 

 計画性があったわけでは全くなく、結果として

チベット仏教関連の地を見て回ったことになった

次第である。 

（３）チベット仏教の世界 

 甚だ雑駁だがやはりチベット仏教について。当

然とはいえ、ほんの少し眺めただけではその違い

は全くと言って良い程判らなかった。 

 640年頃チベットを統一したソンツェン・ガンポ

（？－649）とその時代、7世紀に中国、8世紀に

インドから仏教が伝播したと言われる。それらが

民間信仰と融合、インド系仏教を中心としてチベ

ット仏教が成立、吐蕃（7世紀－9世紀後半）の国

家的宗教となった。吐蕃末、第9代ダルマの廃仏

で衰微したが11世紀に再興。13世紀にはパスパ

（1235－80）がクビライ・ハン（1215－94）の保

護を受けたことからチベット仏教はモンゴルから

華北に普及。元・明に優遇される中、権力と接近

して堕落。1409年、ツォンカパ（1357－1419）が

論理的教育と妻帯や飲酒を禁じる戒律の厳しい僧

院生活を特徴とするゲルク派を創始。以前のもの

をニンマ派と称し、747年頃インドから招かれた

密教行者パドマサンバヴァの教えを奉じる。1073

年、コン・コンチョク・ギェボ（1034ー1102）が

西チベットのサキャ地方で創始した密教色の強い

チベット仏教をサキャ派といい、サキャパンディ

タはモンゴルでの布教に成功、13世紀から14世

紀初頭にかけチベットの覇権を握っている。また、

カギュ派は、11世紀にインドで修業したマルパ

（1012－97）のもたらした密教経典を奉じる。マ

ルパの孫弟子タクポラジェが教義を確立、多数の

分派が発生したが、このうち、14世紀から15世

紀にはパグモドゥ・カギュ派が、16世紀後半には

カルマ・カギュ派がチベット政界で勢力をのばし

ている。16世紀、モンゴル・タタール部のアルタ

ン・ハン（1507-82）がチベットを制圧してゲルク

派に帰依したことからチベット仏教は改めてモン

ゴルに移入されることになる。1642年、モンゴル

の武力をバックにゲルク派がチベットを統一、ツ

ォンカパの二人の弟子から出た化身僧ダライ・ラ

マとパンテェン・ラマが代々転生するとして、ダ

ライ・ラマはラサに、パンテェン・ラマはタシル

ボに教権を立て、共にチベットの政教を支配する

ことになった。 

 以下、チベット仏教の世界に大凡共通するもの

を幾つかあげてみる。その全てに写真を付けたい

が、ページ数が嵩む。 

・仏像、仏画、寺院建築。チベット仏教は実に色

彩豊かな宗教である。イスラム教のモスクやロシ

ア正教、仏教諸派寺院の外観・内装も見事だが、

チベット仏教にはまた違った素晴らしく豊かな色

彩と複雑なデザインがある。チベット、ブータン、

ネパールと微妙な差があるものの、白・赤・黄・

緑・青の五色と鳥獣、周囲の草木や土の色とデザ

インが取り込まれている。 

・タンカ。曼陀羅。布地に描くことが多く、大規

模な祭の際に披露される縦横50ｍものタンカも

ある。色の付いた砂で描く砂タンカもある。 

・タルチョ。経典や仏像などが印字された旗。祈

りが風に乗って運ばれるのだという。呼び方は地

域によって異なる。ブータンではダルシン。幅50

センチ程の薄手の長方形の布。ダルは旗、シンは

竿の意。布の多くは白。基本的には死者を祀る旗

である。本来108本立てるのだが経済的に無理な

らばその限りでは無いという。竿を用いずに橋の

欄干や家の軒下に吊るすものはルンタ。パロの国 
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立博物館で入手した土産用のものは白・赤・黄・

緑・青の五色の布に経文、馬に乗った仏、梵字が

印刷されている。用途によって色を使い分けると

いうが、ダルシンは白、ルンタは五色が殆ど。五

色のルンタは生きている者の幸福を願うもののよ

うに思える。 

・マニ車。木製あるいは金属製の内部に経文を収

めた筒状の回転体。大きさは様々。１回回すと中

の経文を読んだことになるという。マニ車を回し

ながら建物を時計回りに回る。家庭には取っての

付いた手回しのマニ車がある。  

・五体投地礼。最も丁寧な礼拝方法。頭と両手・

両膝を地に着け、うつ伏せになり、全身を伸ばし

頭上で合掌する。起立、合掌、うつ伏せ、合掌、

起立を繰り返す。敬虔な信者は五体投地をしなが

ら尺取り虫のように自らの身長分ずつ進み、堂や

寺院の周囲をまわり、何ヶ月も何年もかけて聖地

ラサやカン・リンポチェ（カイラス山）に向かう。

苦行を積めば積むほど来世が輝く。洋の東西を問

わず、現在でも、信仰は苦行を伴う。ポルトガル

のファティマでは、膝を地に着け、にじり歩きを

しながらバジリカに向かう人々の群れを見た。 

・葬儀。鳥葬、土葬、水葬、火葬といろいろ。チ

ベットでは、下層民は水葬、火葬は高僧。社会的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 五体投地礼をしながらポタラに向かう男性 

経済的地位によって異なるという。ブータンでは、

一般的に死亡年齢２歳までは水葬、７歳までは鳥 

葬、それ以降は火葬。火葬後、額の骨を砕いて円

錐形に固め、川の見える場所に置く。残りの遺灰

は川に流す。子どもが水葬や鳥葬なのは、年齢が

いっておらず功徳を積んでいないため魚や鳥に捧

げ功徳にという事らしい。 

（４）チベットを行く 

 成田から成都へは6時間弱。成都市内を見学し

夕食後成都空港から西寧空港へ。 

 2日目、西寧のホテルから車で湟中・タール寺

（塔尓寺）へ。八塔、護法殿、大経堂、大金瓦殿、

九間殿、遍知殿と巡る。その昔は4000人以上の僧

がいたというが、現在は500人程。ツォンカパの

生地に建つ。 

 夕方、西寧駅で青蔵鉄道に乗車。夕食と翌日の

朝食は食堂車で。 

 2006年7月、青海省の西寧からゴルムドを経て

ラサを結ぶ青蔵鉄道が完成。乗車時間22時間、標

高が最も高い地点は5072ｍ、世界最高海抜駅のタ

ングラ駅は5068ｍ。ちなみに成都の標高は500ｍ、

西寧が2275ｍ、ラサ駅は3641m。病気ではないの

で高山病とは言わず高山反応と言うが、外国旅行

で初めて医者の世話になった。列車の中で配られ

た酸素吸入装置を使わなかったのがまずかったの

か、点滴を打ってもらっただけなのだがそれでも

小1時間気分が悪かった。ペルーのクスコ郊外タ

ンボ・マチャイ（聖なる泉）辺りは標高3800ｍ程。

酒は飲むな、たばこを吸うな、大声を出すな、走

るなとの注意を受けたものの何事も無かった。青

蔵鉄道が出来る前、ラサには航空機で入り、到着

後は丸一日ホテルで身体を慣らす必要があったと

のことだがさもありなん。 

 ラサはソンツェン・ガンポがチベット統一後、

有力者の影響を避け、湿地帯だったこの地に政治

中心地を置いたのが始まりという。吐蕃滅亡後は

さびれたが、17世紀、青海省に勢力を張っていた

モンゴルのグル・ハンの後押しを受けたダライ・

ラマ５世(1617-82)がチベットを統一、ラサは再び
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チベットの政治中心地となった。 

 ４日目。ポタラ宮へ。ラサ西部のチベット語で

赤い山と呼ぶマルポ・リの斜面に建つ。高さ115m、

東西360ｍ、南北300ｍ、総面積41k㎡。内部は

1000を超える部屋・堂からなるという。1994年世

界遺産登録。ポタラはサンスクリット語で観音菩

薩の住む山の意。ダライ・ラマは観音菩薩の化身

でもある。建設は７世紀に始まるというが、本格

的にはダライ・ラマ５世が政教両面の権力を握っ

た1645年かららしい。 

 五体投地をしている者が少なくない。現地ガイ

ド氏は、金欲しさに五体投地をしている者もいる

ので喜捨はしない方が良いという。見学は決めら

れたコースでなのだが、とにかく複雑。入口から

とりあえず316段。上り下りが激しく、ガイド氏

によると入口のところで入場を諦めるツアー客も

いるという。 

 ジョカン（大昭寺）へ。ラサ旧市街の中心にあ

る。650年ころの創建。2000年世界遺産登録。敷

地面積25100㎡。ソンツェン・ガンポの死後、そ

の菩提寺として建てられたという。ソンツェン・

ガンポの妻、唐の文成公主（？－689）が持参した

釈迦牟尼像、ネパールのティツン王女の持参した

十一面観音像共にここにある。入口の手前には

821年に立てられた唐蕃会盟碑。薄暗い中に十数

の堂そして無数の仏像。ガイド氏からもらったカ

タと呼ばれる白いスカーフ状の布を仏像に投げか

ける 

 ５日目。午前中デプン・ゴンパ（哲蚌寺）へ。

1416年ツォンカパの弟子ジャムヤン・ジュチェ創

建のゲルク派寺院。敷地面積や建物の数等ゲルク

派寺院最大という。食堂と本尊を見学。午後。セ

ラ・ゴンパ（色拉寺）へ。1419年ツォンカパの弟

子ジャンチェン・チョジェ・サキャ・イエシェの

創建。ゲルク派寺院。チベット語大蔵経入手のた

めインドでチベット語を学び、大変な労苦の末に

ネパールからチベットに入った河口慧海(1866－

1945)もここで学んだ。明の永楽帝からサキャ・イ

エシェに贈られた永楽8年版の大蔵経がある。セ

ラ・ゴンパの塔頭の一つチェ・タツァンは教学を

学ぶところだが、その東側の中庭では多数の僧侶

が問答修行に励んでいる。砂曼陀羅を見る。 

 帰路は空路ラサから成都へ。成都に着き、久々

のビールのなんと美味しかったことか。 

（５） ブータンへ 

 国教はカギュ派の中のドゥルック派だが、多く

の地域はニンマ派だそうで、ヒンドゥー教も少な

くはなさそうだった。 

 タイ航空機で羽田からバンコク、バンコクで１

泊。翌日ブータン航空機でコルカタ（カルカッタ）

経由で標高2300ｍの世界で最も離着陸が難しい

と言われるパロ空港に着く。 

 

 パロでの初日の午後、国立博物館とブータン最

古の寺院キチュ・ラカンを訪れる。ソンツェン・

ガンポはチベット統一後、魔女の力を封じるため、

その身体の108のツボにあたる場所に寺を建てた

というが、キチュ・ラカンもその一つ、魔女の左

足を封じる場所に当たるのだという。この話から

するとキチュ・ラカンの創始は７世紀になるが、

実のところは13世紀、ドゥルック派の影響下にあ 
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った寺院が始まりではないかと言う。三層の屋根

を持つ堂が二つ。旧堂には釈迦如来を中心に幾つ

もの千手観音が安置されている。新堂は1968年の

建立。 

 バスの中から500ｍはあるだろう絶壁に張り付

くように建つタクツァン・ベルプが良く見える。

タクツァン・ベルプはブータン人にとって死ぬま

でに一度は訪れたい場所だという。虎に乗ってブ

ータンにやってきたパドマサンバヴァが瞑想した

場所で、彼が瞑想後土地の神々を折伏してこの地

に仏教を根付かせたという聖地である。パドマサ

ンバヴァがチベットへ帰った後もその弟子たちの

巡礼が続き、長年にわたって多くの伽藍が建てら

れ現在の姿になったという。トレッキングにはな

かなかの適地だそうだが、今回そのような余裕は

なかった。 

 ティンプーから標高3150mのドチェ・ラ峠を越

えてプナカへ。プナカ・ゾン（ゾンは寺院と行政

機関とが一体となっている施設）は1328年に造ら

れた小さなゾンの周囲に1637年から建設が始ま

る。多くのゾンが高台に造られているのに対し、

プナカ・ゾンはポ・チュ（父川）とモ・チュ（母

川）という二つの川の合流地点に建てられている。

そのためプナカ・ゾンは火災や地震の被害だけで

なく水害にも見舞われ、その都度再建・改築・増

築が繰り返されてきたという。最近では1986年に

火災、1994年には上流にある氷河湖の決壊による 

洪水に見舞われている。建物の中にはプナカ・ゾ 

ンの建設を始めたシャブドゥンがチベットから持

ってきたという観音菩薩像（ランジュン・カルサ

パニ）がある。ドゥルック派の開祖に由来する遺

物で、チベット仏教全体にとって重要な像と言う。

17世紀、チベットがこの像の奪還のために軍を派

遣したが失敗。プナカでは毎年この時の戦勝記念

の祭りが行われているという。 

 寺院やゾン、各家庭の祭壇には多くの仏像や聖

職者の像が所狭しと飾られるが、赤い帽子をかぶ

るチベット仏教の開祖インド人のパドマサンバヴ

ァ（グル・リンポチェ）が、2人の妻・チベット

人のイシェ・チョゲルとネパール人のマンダラパ

を伴っている像も面白い。 

 吉祥紋と言ってよさそうな、魚（セニャ）、法螺

貝（ドゥン）、宝瓶（ブンパ）、無限の紐（ベルベ

ウ）、最勝幡（ゲルツェン）、法輪（コルロ）、傘蓋

（ドゥク）などが描かれるタシ・タゲも面白い。

外壁や室内の壁などさまざまなところに描かれる。 

 チベット仏教はヒンドゥー教の影響があるのか、

民家の戸口、建物の四隅、村の入り口など様々な

ところに男根をモチーフとする彫刻や絵画が飾ら

れている。パロから郊外に向かう途中、大きな白

い外壁いっぱいに射精する男根が描かれているの

にはさすがに驚かされた。 

（６）ネパールの寺院 

 成田からバンコク。バンコクで１泊。翌日タイ

航空機でカトマンドゥのトリブヴァン空港。 

 ヒンドゥー教とチベット仏教が混然一体として

いると言うべきなのだろうが、チベット仏教寺院

は少なく、ヒンドゥーの世界と言った方が当たっ 
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ているよう

に思える。 

 カトマン

ドゥ盆地で

最も重要視

される聖地

スワヤンブ

ナートはヒ

マヤラ最古

の寺院とい

われる。カ

トマンドゥ

から西へ2

キロ、丘の

頂上に白いストゥーパ。ストゥーパには「四方を

見渡すブッダの智慧の目」が描かれている。15世

紀イスラムの侵攻により大きな被害を受けたが再

建。ストゥーパの手前、両側にはインド・シカラ

様式の仏塔、右手にはカギュ派のゴンパ、裏側の

巡礼宿の前にはヒンドゥーのガンガとヤムナーの

像。寺院前の商店街には河口慧海を記念する銅版

が飾られていた。 

 パシュパティナートはネパール最大のヒンドゥ

ー寺院・インド亜大陸の代表的シヴァ寺院の一つ

という。我々はヒンドゥー教徒ではないため寺院

の中には入れない。橋のたもとに火葬台（アエル

ガート）が４つ。遺灰はガンジスの支流パグマテ

ィ川に流す。 

 カトマンドゥは香辛料の匂いと土埃の中、人と

車そして牛・猿・犬でごった返している。 

 古都パタン。15世紀から18世紀のマッラ朝の

首都。ダンバール広場の東側には旧王宮、西側に

は17世紀から18世紀に建てられた幾つものヒン

ドゥー寺院、ここもマッラ朝の首都の一つバクタ

ブル。カトマンドゥの東12キロ。煉瓦造りの建築

群そしてその窓や庇の彫刻が美しい。 

（７）モンゴルとチベット仏教の接触 

 モンゴルという地域を指す際のモンゴルは、お

そらく、チンギス・ハン（1167?－1227）以降を言

うのだろう。しかしこの地域でのモンゴル系民族

の活躍は早い。従ってこの地域への仏教の伝播も

古い。トルコ系もしくはモンゴル系と思われる烏

桓（1世紀半ばー3世紀初頭）には既に仏教の伝播

があったとされている。チンギス・ハンが仏教

に触れていたかは定かではないが、中国やチベ

ットからの僧が拝謁していたであろうことは容易

に想像できる。1247年、サキャ・パンチェンが蘭

州に赴いたのがモンゴルとチベット仏教の接触の

始まりかと言われる。この時サキャ・パンチェン

に同行した甥のパスパ（パクパ）がモンゴルでの

仏教の基礎を築き、モンゴルの仏教はサキャ派と

なった。1305年にはモンゴル語訳の仏典も出来て

いる。1578年、アルタン・ハンがゲルク派のソナ

ム・ギャンツォ（1543－88）を招き、ダライ・ラ

マの称号を贈ったのがダライ・ラマの起源であり、

モンゴルにゲルク派が広まる端緒ともなる。 

 成田からウランバートルまで６時間程。２日目

の朝ウランバートルを発ってハラホリンへ。 

 ３日目、ハラホリン見学。1235年､オゴタイ・ハ

ン（1186－1241）が居を構えたオルコン河畔のハ

ラホリン（カラコルム）には、現在何もないと言

っても過言ではない。オゴタイ・ハンの宮殿跡や

亀石も見たがマルコ・ポーロ（1254－1324）やル

ブルック（1220－93）の記述を想像するのは難し

かった。街並みから少々離れたところに1586年、

モンゴル・ハルハ族のアフタイ・ハンが創建した

エルデ二・ゾーがある。ほぼ正方形の広大な敷地

を白い仏塔状の外壁が囲んでいる。門は東西南北

それぞれ一つ。中央にソボルガンという白いスツ

ゥーパ。その左奥に漢式の三つの寺院、総称ゴル

バン・ゾーがある。その右に日々の勤行の場であ 

写真７ スワヤンブナート 
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る講堂（ツォクチン）、そのまた右にチベット様式

のラブラン寺。楼台に登り読経開始を知らせる合

図の法螺貝を吹く僧の姿が印象的だった。エルデ

ニ・ゾー（写真９）はサキャ派の指導で造られた

と言うが、ダライ・ラマがアルタン・ハンの曾孫

に転生、ダライ・ラマ４世（1589－1616）になる

と、モンゴル人はこぞってゲルク派に帰依したと

いう。 

５日目、ウランバートルのチベット仏教寺院ガン

ダン・テグチンレンへ。1838年の創建。一時寺院

としての機能が奪われたが1940年代に復活、1970

年には宗教大学を併設、文化財の保護・修復運動

の中心にもなっているという。 

 シャーマニズム、アニミズムと呼ばれる民間信

仰はいたるところにある。仏教は民間信仰を抑

圧・弾圧したが、融合・混淆もした。幾つものオ

ボーに出会った。オボーは土地の守護神を祀り犠

牲を捧げる場所。集落の中心地や湧水地などに各

種オボーがあるようだが、多くは道標として山や

丘の上に築かれる。休息場所でもあり、祭りの場

所でもある。通過する者は、石や貨幣、馬の鬣３

本などを献じ、周囲を３回廻る。 

（８）南シベリアの遊牧騎馬民族 

 ロシアのアンガラ航空機で成田からイルクーツ

クへ６時間。給油の為ハバロフスク空港で１時間

弱駐機。 

２日目、バイカル湖とイルクーツク市内見学。 

３日目、シベリア鉄道でウラン・ウデに。シベリ

ア鉄道の乗車時間９時間少々。まあまあ満足。 

４日目、最北のチベット仏教寺院イヴォルギンス

キー・ダッツァン（写真10）へ。1948年に復興し

たロシア・チベット仏教の中心寺院。本堂、宿坊、

宝物庫、書庫などが広い敷地に点在する。堂に背

を向けてはならないと注意を受ける。マニ車が随

所にあり、犬が闊歩し、大きな相撲競技場が隣に

あった。ブリヤート共和国の首都ウラン・ウデか

らは車で1時間程。 

 ブリヤート共和国、人口約100万。ロシア人が

70％、モンゴル系ブリヤート人23％とか。ツング

ース系など多くの民族が居り、全人口の半数がウ

ラン・ウデに集中している。 

 チベット仏教がこの地に入ったのは17世紀。20

世紀初頭には30もの寺院と1万人を超える僧がい

たという。 

 イボルギンスキー・ダッツァンから「セメイス

キエの文化的空間と口承文化」としてユネスコの

無形文化遺産に登録されているロシア正教分離派

セメインスキーの伝統を継承するタルパガタイ村

に向かう。途中、タルチョの飾られたセレンガ川

沿いの小高い丘に登る。モンゴル高原方面を眺め、

匈奴以降の遊牧騎馬民族の興亡を想い、しばし感

慨にふけった。（表題の写真参照） 

        （２０２０．９．２０ 記） 
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 江戸時代の感染症は、幕末期の江戸についてみ

ると、 

  天保７年（1836）の麻疹 

  弘化４年（1847）の疱瘡 

  安政５年（1858）のコレラ 

  文久元年（1861）の疱瘡 

  文久２年（1862）の麻疹・コレラ 

の大流行があった。日本史上では、奈良時代以来

の疱瘡（天然痘）は繰り返し流行していたし、麻

疹（はしか）もまた２～３０年の周期で流行する

ことが知られ恐れられていた。ところが、コレラ

の流行は日本人には経験のない病であった。 

 これらの感染症の流行を、多摩の農村でどのよ

うに受け止めていたかについて、東京郊外の多摩

地区、町田市小野路に残る旧家・小島家に伝わる

『小島日記』を史料として描いてみたい。 

 小島家の日記は２つある。小島鹿之助（為政）

の『日記』と父の角左衛門（政則）の『雑書』で

ある。これは天保７年（1836）以来の幕末期、小

野路村名主としての毎日の公用記録であり、農事

日記であり、名主としての活動記録でもあり、さ

らに村人の生活のありのままを読み取ることので

きる史料でもある。 

天然痘と種痘 

 日本史の中で古代以来人々を苦しめた感染症に

天然痘（疱瘡・痘瘡）がある。幕末の江戸では弘

化３年（1846）や文久元年（1861）に流行した。

小野路村では弘化４年（1847）に「上宿喜八倅疱

瘡にて死す、鹿之助見舞」、「今日夕上宿源太郎倅

疱瘡にて死」と二日連続で死者が出た。また慶応

３年（1867）にも死亡者のあったことが日記から

わかる。 

 疱瘡予防のワクチンはイギリスのジェンナーが

発見（1796）した種痘が有名である。長崎オラン

ダ商館へ「牛痘苗」がもたらされたのは嘉永２年

（1849）、すぐに長崎から京都・大坂・福井方面に

つたえられ、江戸近辺でも蘭方医・伊東玄朴や各

地の蘭方医の努力で種痘が始まった。 

 小島日記には種痘のことがしばしば登場する。

小野路村には相模国上溝村の村医者・井上篤斎が

しばしば来診していたし、また江戸の伊東玄朴や

その弟子の往診もあった。 

 この村における種痘は、嘉永４年（1851）５月

２１日に上溝村井上篤斎のところへ「吉蔵娘」を

連れて行って種痘を受けさせたことに始る。わざ

わざ子どもを１０キロも離れた村まで連れて行っ

たのには理由がある。「牛痘苗」つまり疱瘡に罹っ

た痂（かさぶた）を種とするが、これは持ち運び

が難しいので、「牛痘」を植えた子に出来た痂から

痘漿（うみ）を取り出し次の子に「移痘」する。

その８日後の５月２９日には篤斎が村へ来て５人

に種痘を施した。「相州高座郡上溝村井上篤斎と申

す医師参り、八日目にて牛痘を左のものへ写す也」

と日記にある。八日目というのは、この間に植え

た種は「善感」してうまく植え付けられたか「不

感」であったかを見極める期間で、「善感」の子か

ら次の子に牛痘を「移す」ことになる。 

 ６月７日には１１人、１４日には１９人が種痘

を受け、その後７回続き、４０人以上が種痘を受

けた。種痘の日の間隔がほぼ７日か８日になって

いることが日記の記録からわかる。子どもから子

どもへと牛痘を移していったのである。小野路村

だけではなく野津田村や鎌倉郡中田村など他村か

らも子どもたちが来て種痘を受けているから、そ

の子は村へ帰って次の子へ継いだのだろう。 

   『小島日記』にみる幕末の世相       

幕末の村における感染症とのたたかい 

重 政 文 三 郎 
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井上篤斎碑（相模原市上溝 宝光寺） 

 当時幕府は西洋

医学を禁止してい

たので江戸で幕府

公認の種痘が始ま

ったのは９年遅れ

て安政５年（1858）、

伊東玄朴らによっ

てお玉ヶ池種痘所

が設立された時か

らである。 

 その後、小野路

村では種痘が引き

続いておこなわれ

ているが、文久２

年（1862）に麻疹

とコレラが流行した時に、井上篤斎はコレラに感

染して命を落としてしまった。日記はその寂しい

最後のようすを書き記し「さてさて不憫の至り、

不実のことども也」と悼んでいる。 

麻疹と〝コロリ〟 

 文久２年（1862）６月から９月にかけて約４か

月間の小島日記には、麻疹とコレラ（コロリと呼

んだ）のダブルパンチを受けた記録が連日書かれ

ている。村の感染症の流行とそれへの対策につい

て、名主の日記をたどってみよう。 

 

①流行病は江戸からやってきた 

 流行のはじまりは江戸から来た。江戸に住む領

主の旗本山口氏の家が麻疹で全滅、若君のために

村から乳母を出してくれと言ってきた。剣術の代

稽古に来ていた沖田総司が麻疹に罹って帰ってい

った。御鷹匠一行に麻疹が発症したが村を通行し

た。江戸へ出て女中奉公していた娘たちが麻疹に

感染して相次いで村へ帰ってきた。江戸町奉行所

の調べで麻疹での死亡者１万８千人という情報が

入ってきた。 

 さらに近隣の磯部村や木曽村など多数の村々の

情報、とくに日野宿で１６０人の病死があったと

書いている。小野路村では麻疹１０１人うち死者

１１人が出た。８月になるとこれに覆いかぶさる 

ようにコロリが村を襲い、１１人の感染者うち１

人の死者が出た。 

 

②祈りと悪気祓い 

 病原菌も治療法もわからないこの時代、村人の

頼るのは祈りしかなかった。村の三役人は急きょ

集まり相談して、寺から般若心経を借り出して小

前百姓の末々まで各戸配布した。護摩焚きも行な

われた。 

 またコロリは野狐の仕業ではないかとされ三峰

山の御犬札を取り寄せて病人の枕元へ置いてみた

ら少々穏やかになったという。 

 領主・御代官からの触れとして、「悪気下り」と

された日、「朝五ツ時に黒大豆八ツ、白米八ツせん

じ家内中で呑む」という「悪気祓い」が行われた。

この日は「上様にて御祈祷あり、民の安穏をお守

りくださる、ご心配いた

だき恐れ入り奉る」と書

いて、これが政策的に通

達されたふしがある。 

 また『日記』には右図

のような奇妙な文字が現

れるが、「流行病の呪文」

として入口に貼ることも

行われたらしい。 

 

③村人を見舞、薬用手当 

 鹿之助も角左衛門もこの３か月以上の間、村に

病人が出るとその名前を逐一日記に書き込み、病

人のもとへ駆け付けて見舞い、治療にあたるとい

う行動をとっている。 

 村で百姓八郎左衛門が小野路村で初めて流行の

コロリの症状になった時、角左衛門はすぐさまそ

の家に出向いて見舞った。そしてコロリの症状と

診断すると薬用手当を施した。「芳香散二服を用い、

からしの粉と温鈍粉へ入れ、酢にて解き、足の平

へぬり付けたところ苦痛少々よろしくなり、かゆ

を少々食べるようになった」と日記に書いている。 

 この「芳香散」は、実は４年前の安政５年（1858） 

「流行病の呪文」 
『日記』安政5から 
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拝島宿を流れる玉川上水分水（ＨＰより） 

に初めて江戸でコロリが流行した時、幕府が村々

へ触れた方法であった。小島家に残るその文書に

は「桂枝・益智・乾姜」を調合して作ることが詳

しく書いてある。角左衛門はこの指示に従って村

人のために「芳香散」を調合し治療したのである。

日本薬史学会の荻原通弘氏のお話によれば、安政

のコレラ流行の時に奥医師に取り立てられた蘭方

医伊東玄朴らが考案して幕府推奨の薬とされたも

ので、明治以後も日本薬局方に載っていたそうだ

（「薬史学雑誌」46-2）。 

 芳香散ではコレラの予防効果はなかったが対症

療法ではあった。コレラ菌未発見のこの時代、角

左衛門の村人のための医療行為は、単なるまじな

いではなかったのである。 

 甲州道中日野宿や川原宿、拝島村でコロリ死者

が多いことに着目した角左衛門は「その訳は通り

の中を水流しそれを呑み喰いしているからであり、

井戸水では左様のことはない」と書いている。 

ここには感染経路を見極め予防策を考えようとす

る角左衛門の冷静な目があった。 

 結語 ペリーが来航し日本が開国、そのために

内憂外患の激動の時代に入り、安政２年（1855）

には大地震が関東一帯を襲い、また安政５年

（1858）にはコレラが猛威を振るい、文久２年

（1862）には麻疹とコレラの大流行があった。疫

病に対する予防医学は、天然痘（疱瘡）に対する

牛痘法がその先鞭をつけたが、ペリー来航による

新たな感染症（コレラ）の蔓延には、予防法がな

くなすすべもなかった。それだけに、種痘を広げ

ていった蘭方医の努力は、次の時代を予告する活

動であった。また、村の名主たちの、祈祷と呪術

に頼るだけではない、村人に寄り添った感染症と

のたたかいぶりのなかに、次の時代への息吹を、

あらためて見つめなおしておきたいと考えた。 
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